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特 集

Participacion（スペイン語）から引用された、
とちぎ男女共同参画センターの愛称です。

パルティとは？

リ
コ
チ
ャ
レ
！
理
工
系
分
野
で
の
女
性
の
活
躍
を
進
め
よ
う
！
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特
集　
リ
コ
チ
ャ
レ
！
理
工
系
分
野
で
の
女
性
の
活
躍
を
進
め
よ
う
！

日
本
の
「
リ
ケ
ジ
ョ（
理
工
系
女
子
）」の

現
状
は
？

　
日
本
の
研
究
者
の
数
は
2
0
1
7
年
３
月
、
男
性
が

約
77
・
4
万
人
、
女
性
が
約
14
・
4
万
人
で
、
女
性
の

割
合
は
15
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
研
究
者
の

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
諸
外
国
と
比
べ
る
と

日
本
の
女
性
研
究
者
の
割
合
は
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
2
0
1
7
年
度
、
大
学
全
体
に
お
け
る
女
子
学
生
の

割
合
は
44
・
8
％
で
す
が
、
理
学
部
に
お
け
る
女
子
学

生
は
27
・
2
％
、
工
学
部
に
お
け
る
女
子
学
生
は
14
・

5
％
と
、
理
工
系
分
野
で
の
女
子
の
割
合
は
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。（
Ｈ
30
年
版
「
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
白

書
」
）

な
ぜ
女
子
の
理
工
系
志
向
が
低
い
の
？

　
O
E
C
D
諸
国
の
中
で
日
本
の
女
子
生
徒
の
数
学
、

科
学
の
成
績
は
、
国
際
的
に
も
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
女
子
の
理
工
系
志
向
が
低
い
原
因

は
、
「
理
数
系
の
学
力
不
足
で
は
な
く
、
理
工
系
へ
の

関
心
や
、
環
境
（
周
囲
の
女
性
生
徒
の
進
学
動
向
、
親

の
意
向
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
不
在
等
）
な
の
で
は
な
い

か
」、と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。（
2
0
1
6
年
内
閣
府

委
託
調
査
※
1
）

女
性
研
究
者
は
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が

難
し
い
？

　
研
究
者
に
行
っ
た
調
査
（
2
0
1
7
年
発
表
※
2
）

で
は
、
「
女
性
研
究
者
の
比
率
が
低
い
理
由
」
と
し

て
、
「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
が
困
難
」
が
男
女
共
に
最

も
多
い
回
答
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
仕
事
と
家
庭
の
両

立
に
必
要
な
こ
と
」
と
し
て
、
女
性
研
究
者
は
「
保
育

施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
」「
職
場
の
雰
囲
気
」「
上

司
の
理
解
」
が
必
要
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
企
業
や
研
究
機
関
に
お
い
て
、
多
様
な
人
材
が
活
躍

で
き
る
柔
軟
な
雇
用
形
態
や
人
事
・
評
価
制
度
の
確

立
、
在
宅
勤
務
や
短
時
間
制
度
、
研
究
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
リ
コ
チ
ャ
レ
」（
理
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

と
は
？

　
内
閣
府
が
中
心
と
な
り
、
理
工
系
分
野
に
興
味
が
あ

る
女
子
中
高
生
・
学
生
が
、
将
来
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
進
路
選
択
す
る
こ
と
を
応
援
す
る
た
め
、
行
政
、

企
業
、
大
学
、
学
術
・
研
究
機
関
が
連
携
し
て
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
２
０
１
９
年
1
月
現
在
、
リ

コ
チ
ャ
レ
応
援
団
体
数
は
7
5
6
団
体
）

理工系分野での女性の活躍を進めよう！
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H30年版データ「ひとりひとりが幸せな社会のために」から（内閣府）

女性が少ないと
聞くけど、やっ
ていけるかな？

育児のときに
研究を続けら
れるか不安

◀「リコチャレ」サイト
http://www.gender.go.jp/c-challenge/index.html
〇理工系分野が充実している大学や企業「リコチャ
レ応援団」の紹介
〇理工系イベント情報（企業・研究所・建設現場等
の見学、科学実験、研究者との交流、講演会等）
の提供
〇理工系分野で活躍する女性の紹介（質問の受付）

など

※1　「理工系分野における女性活躍の推進を目的とした関係国
　　の社会制度・人材育成等に関する比較・分析調査報告書」（公財）未来工学研究所
※2　「第4回　科学技術系専門職の男女共同参画実態調査」男女共同参画学協会連絡会

リコチャレ！
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特
集　
リ
コ
チ
ャ
レ
！
理
工
系
分
野
で
の
女
性
の
活
躍
を
進
め
よ
う
！

女子中高生の理系選択支援プログラムHP
http://rikejo.riko.teikyo-u.ac.jp/joshi_top.html

大
学
の
取
組
紹
介

企
業
の
取
組
紹
介

帝
京
大
学
で
「
女
子
中
高
生
の
理
系
選
択
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

次
世
代
に
絆
ぐ
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
リ
ア
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

女
子
中
高
生
の
理
工
系
進
路
選
択
を
促
進
す
る
た
め
に
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
催
し
多
く
の
女
子
中
高
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
●
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
女
子
企
画
（
夏
休
み
や
冬
休
み
）

　
　
・

「
女
性
科
学
者
の
タ
マ
ゴ
に
な
ろ
う
！
」
遺
伝
子
、
神
経
学
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
ゲ
ー

ム
サ
イ
エ
ン
ス
の
研
究
者
と
一
緒
に
実
験
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
　
・

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
カ
ガ
ク
！
練
り
香
水
を
作
ろ
う
！
」
「
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
～
ク
リ
ス
マ

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
」
を
開
催
。
各
テ
ー
マ
の
基
礎
科
学
を
学
び
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
練

り
香
水
や
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
講
義
が
わ
か
り

や
す
く
楽
し
か
っ
た
。
理
系
に
進
み
た
い
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
●
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
の
交
流
「
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
」（
10
月
）

　
●
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
（
11
月
）

　
　

　

大
学
の
研
究
者
か
ら
は
、
研
究
環
境
は
性
差
に
関
係
な
く
フ
ラ
ッ
ト
な
環
境
で
あ
る
こ

と
や
、
建
設
会
社
女
性
社
員
か
ら
は
、
女
性
の
監
修
に
よ
る
建
設
現
場
整
備
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
運
用
に
よ
り
、
現
場
で
も
女
性
活
躍
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。
「
女
子
は
、
男
子
と
比
べ
失
敗
や
叱
責
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
良
い
意
味
で
『
女
子
と
い
う
枠
』
を

超
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
●
理
工
系
女
性
が
活
躍
す
る
企
業
の
見
学
会（
春
休
み
）

　

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
身
近
な
モ
ノ
・
現
象
を
科
学
的
な

視
点
で
掘
り
下
げ
て
学
べ
る
た
め
、
中
高
女
子
学
生
の
理

系
へ
の
興
味
を
高
め
、
進
路
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

企
業
で
活
躍
す
る
女
性
研
究
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
花
王
株
式
会
社
生
物
科
学
研
究
所
（
市
貝
町
）
に
勤
務
す
る

組く
み

橋は
し

真ま

恵え

子こ

さ
ん
は
、
紙
お
む
つ
や
女
性
の
生
理
用
品
の
基
礎

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
３
人
の
お
子
様
の
子
育
て
中
で
も
あ
り

ま
す
。

　
組
橋
さ
ん
の
お
仕
事
は
、
「
肌
に
や
さ
し
い
」
紙
オ
ム
ツ
や

生
理
用
品
の
基
盤
と
な
る
か
ぶ
れ
の
原
因
や
そ
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
し
、
新
し
い
技
術
を
生
み
出
す
研
究
で
す
。
「
研
究
職
は
、
性
差
に
関
係
な
く
女

性
が
長
く
仕
事
を
続
け
て
い
け
る
仕
事
」
と
言
い
ま
す
。
「
企
業
で
の
研
究
は
、
深
夜
ま
で
研

究
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
以
前
は
半
日
が
か
り
の
実
験
が
今
で
は
30
分
で
可
能
に

な
り
、
技
術
の
進
歩
が
仕
事
の
効
率
を
高
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
紙
お
む
つ
や
生
理
用
品
の
課

題
が
生
活
の
中
か
ら
ふ
と
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

３
人
の
お
子
さ
ん
の
出
産
後
は
、
育
児
休
暇
を
１
年
ず
つ
取
得
し
時
短
勤
務
で
復
帰
を
さ
れ

ま
し
た
。
仕
事
と
育
児
の
両
方
が
あ
る
こ
と
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
や
す
く
、
片
方
の
ス
ト
レ

ス
を
た
め
過
ぎ
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
多
忙
な
毎
日
の
中
で
「
私
に
は
両

立
は
無
理
な
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
時
は
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
家
族
や
上
司
、
同
僚
と
話
す
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
た
り
、
助
け
て
も

ら
え
た
と
の
こ
と
。
あ
る
時
先
輩
が
、
「
今
が
一
番
た
い
へ
ん
な
時
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
れ

ば
、
き
っ
と
働
い
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
か
ら
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
前
に
進

む
こ
と
が
で
き
た
と
言
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
在
宅
勤
務
な
ど
様
々
な
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で

す
。「
性
別
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
女
性
も
男
性
も
研
究
開

発
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。
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講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と女性自治会長の少ない原因を寸劇を

通して考える【自分力アップ～和み～】

こども薬剤師体験！
【地域薬剤師スキルアップ研究会】

踊って心も体も元気に！
【 Le’a Le’a（レアレア） 】

「日本女性会議2019さの」をPR！
【日本女性会議2019さの実行委員会】

食育ゲームにチャレンジ！
【とちぎアグリプラザ】

「男の台所」手作り焼きそばの販売　
【鹿沼アテップの会】

目指せリケジョ！「次世代に絆くサイ
エンスキャリア」【帝京大学女子企画】

「子どもの“いのち”を守れるママにな
ろう！」【パルティ防災ママカフェ】

様々な手作り品の販売

　
11
月
17
日
「
つ
な
が
ろ
う　
笑
顔
で
、
つ

な
げ
よ
う　

未
来
へ
。
」
を
テ
ー
マ
に
、

フ
ェ
ス
タ
in
パ
ル
テ
ィ
２
０
１
８
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
パ
ル
テ
ィ
を

拠
点
に
県
内
で
元
気
に
活
動
す
る
60
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
発
表
や
展
示
、

親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

様
々
な
手
作
り
品
の
販
売
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
発
表
、
県
内
で
女
性
の
活
躍
推
進
に
取

り
組
む
企
業
の
紹
介
の
ほ
か
、
災
害
時
に
子

ど
も
を
守
る
知
恵
を
伝
え
る
「
防
災
マ
マ
カ

フ
ェ
」
の
開
催
や
ミ
ニ
避
難
所
体
験
、
佐
野

市
で
開
催
さ
れ
る
日
本
女
性
会
議
に
向
け
て

「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
９
さ
の
」
実
行
委

員
会
に
よ
る
、
会
議
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

発
表
や
展
示
な
ど
、
多
彩
な
企
画
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

が
交
流
を
深
め
、
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

フ
ェ
ス
タ
と
な
り
ま
し
た
。

「 つながろう　笑顔で、つなげよう　未来へ。」
フェスタ in パルティ2018を開催しました

男女共同参画を考える発表や展示

親子で楽しめるコーナー 防災ママカフェ

パフォーマンス・販売
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講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と

11月

1月

とちぎ女性活躍応援フォーラム２０１８

　男女生き活き地域活動フォーラム

　
11
月
８
日
、
栃
木
県
は
、
女
性
の
活
躍
や
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
機
運
を
醸

成
す
る
た
め
、
「
と
ち
ぎ
女
性
活
躍
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
「
男
女
生
き
活
き
企
業
」
表
彰
式
を
行
い
、
知
事
か
ら
優
秀
賞

受
賞
企
業
３
社
へ
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
第
１
部
で
表
彰
さ
れ
た
企
業
に
よ
る
事
例
発
表
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
女
性
の
活
躍
推
進
や
働
き
方
改
革
に
関
す
る
優
れ
た
取
組
に
つ
い
て
発
表

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
３
部
の
基
調
講
演
で
は
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
学
長
の

出
口
治
明
氏
を
講
師
に
迎
え
、
経
営
者
時
代
も
含
め
た
御
自
身
の
経
験
や
知
識
を

踏
ま
え
、
女
性
の
活
躍
推
進
が
い
か
に
重
要
か
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
女
性
に
勇
気
を
与
え
る
内
容
だ
っ
た
」
「
新
た
な
気
づ
き
に

つ
な
が
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
19
日
、
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
の
活
発
化
を
図
る
た

め
、「
男
女
生
き
活
き
地
域
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
男
女
生
き
活
き
地
域
活
動
表
彰
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
発
表
や
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
長
・
准
教

授
の
岡
崎
エ
ミ
氏
を
お
迎
え
し
、「
地
域
活
動
に
お
い
て
女
性
が
活
躍
す
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
崎
氏
は
自
身
の
活
動
を
語
る

と
と
も
に
、
地
域
活
動
に
取
り
組
む
参
加
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
お
話
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
自
分
に
も
取
り
入
れ
た
い
」
「
地
域
活
動
に
取
り
組
む
際

の
ヒ
ン
ト
を
得
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
度
「
男
女
生
き
活
き
企
業
」
優
秀
賞

・
ジ
ョ
イ
コ
ム
株
式
会
社　
・
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
株
式
会
社　

・
株
式
会
社
ハ
ヤ
ブ
サ
ド
ッ
ト
コ
ム

【
男
女
生
き
活
き
地
域
活
動
表
彰　
優
秀
賞
受
賞
事
例
】

・
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
男
の
自
立
を
願
っ
て

　
（
鹿
沼
ア
テ
ッ
プ
の
会
）

・
出
前
寸
劇
（
自
分
力
ア
ッ
プ
「
和
み
」
）

・
腹
話
術
（
永
山
登
志
子
さ
ん
）

▲表彰式

▲受賞者

▲基調講演

▲講演会
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講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と

11月

10月

女性への暴力を考える講演会
「心の傷からの回復」 ～モラルハラスメントを考える～

ポジティブ・ディシプリン講座
～がんばりすぎない前向きな子育て～

　
11
月
12
日
～
25
日
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
に

合
わ
せ
て
、“
女
性
へ
の
暴
力
を
考
え
る
講
演
会
”
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
３
月
発
表
の
内
閣
府
「
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調

査
」
に
お
い
て
、
心
理
的
攻
撃
は
、
身
体
的
暴
行
に
次
い
で
割
合
が
高

い
も
の
の
、
Ｄ
Ｖ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
講
座
で
は
、
自
ら
も
暴
力
被
害
の
経
験

の
あ
る
中
島
氏
を
お
招
き
し
、
精
神
的
暴
力

－

モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

－

の
実
態
や
被
害
、
心
の
回
復
な
ど
に
つ
い
て
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
夫
婦
間
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
人
間
関

係
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
相
手
と
良
い
関
係
性
を
保
つ
た
め
に

は
、
①
平
等
、
②
尊
重
、
③
安
全
・
安
心
感
の
３
つ
の
要
素
が
大
切
と
い

う
講
師
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
と
て
も
多
く
の

気
付
き
が
あ
っ
た
。
当
事
者
で
あ
り

支
援
者
で
あ
る
講
師
の
話
は
魂
を
揺
さ

ぶ
ら
れ
た
」
「
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な

中
身
だ
っ
た
。
ま
た
是
非
聞
き
た
い
」

「
自
分
が
受
け
て
き
た
こ
と
を
客
観
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

▲ポジティブ・ディシプリンの４原則講師：ママリングス　代表　落合　香代子　氏▲子育て中の悩みを共有
　

「
子
ど
も
と
向
き
合
え
て
い
な
い
の
で
は
？
」

「
イ
ラ
イ
ラ
し
て
怒
鳴
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
多

く
の
親
が
抱
え
る
気
持
ち
。
子
ど
も
と
同
じ
目
線
で

向
き
合
い
信
頼
関
係
を
築
く
、
次
に
掲
げ
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
４
原
則
を
学
び
ま
し
た
。

　
・

「
早
く
着
替
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
、「
短
期
的

な
目
標
」
だ
け
で
は
な
く
、「
こ
ど
も
が
20
歳

に
な
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
大
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
か
、
ど
の
よ
う
な
関
係
で
い
た
い
の

か
」
と
い
う
長
期
的
な
目
標
を
き
め
る

　
・

子
ど
も
に
と
っ
て
、
安
心
と
安
全
を
感
じ
、
信

頼
を
築
き
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
学
ぶ
土
台
を
作
る

こ
と
が
大
切
（
温
か
さ
を
与
え
る
こ
と
）

　
・
こ
ど
も
が
自
ら
の
学
び
、
成
長
し
て
い
く
た
め

に
、
親
は
情
報
や
知
識
、
ガ
イ
ド
を
与
え
、
罰

を
与
え
る
の
で
は
な
く
手
本
を
示
す（
枠
組
み

を
示
す
こ
と
）

　
・

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
感
じ
方
・
考
え
方
を

理
解
す
る

　
・

今
こ
の
と
き
、
子
ど
も
と
の
間
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
か
を
考
え
、
温
か
さ
と
枠

組
み
を
使
っ
て
、
非
暴
力
で
伝
え
行
動
す
る

（
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
）

　

受
講
生
か
ら
は
、「
子
ど
も
の
目
線
に
な
っ
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
」「
４
原
則
は
家
の

よ
う
な
も
の
で
、
途
中
が
抜
け
て
し
ま
う
と
建
た
な

い
と
知
り
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

※

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
は
、「
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル

ド
レ
ン
」
が
、
カ
ナ
ダ
の
臨
床
心
理
学
博
士
デ
ュ
ラ
ン
ト
教

授
と
と
も
に
考
案
し
た
、
非
暴
力
に
根
差
し
た
し
つ
け
・
子

育
て
の
効
果
的
な
手
法
の
こ
と
で
す
。

 長期的な目標を決めること 

 温かさを与えること  枠組みを示すこと 

 子どもの考え方・感じ方を理解すること 

 課題を解決すること 

講師：NPO法人レジリエンス　代表　中島　幸子氏
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講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と

12月

12月２月

男性の働き方見直し講座
『オトコの家事・介護　～知ってよかった「キホンのキ」～』

男女共同参画セミナー

公開講座２０１８
生涯を通じた
女性の健康を考える講座

　
第
１
回
目
は
、
明
治
安
田
シ
ス
テ
ム
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
介
護
の
広
場
事
業
部
門
の
蔵

本
孝
治
氏
か
ら
、
「
介
護
の
た
め
に
退
職
す

る
の
は
最
後
の
手
段
で
あ
り
、
ま
ず
は
行

政
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
上
司
に
相
談

し
、
介
護
保
険
制
度
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介

護
休
業
等
を
活
用
し
て
仕
事
と
介
護
の
両
立

を
目
指
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
ご
講
義

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
赤
十
字

社
栃
木
県
支
部
の
赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講

習
指
導
員
２
名
の
方
か
ら
、
ベ
ッ
ド
上
で
の

起
き
上
が
り
や
車
い
す
へ
の
移
乗
と
移
動
の

際
の
介
助
の
方
法
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

介
護
す
る
人
・
さ
れ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
は
、
Ⅰ
Ｆ
Ｃ
調
理
師
専
門
学
校

の
福
田
信
夫
氏
に
よ
る
通
常
食
と
介
護
食
の

調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
介
護
食
で
は
、

材
料
を
細
か
く
刻
ん
だ
り
潰
し
た
り
と
ろ
み

を
つ
け
た
り
し
て
嚥
下
し
易
く
す
る
方
法

や
、
少
量
の
食
材
に
火
を
通
す
の
に
便
利
な

真
空
調
理
の
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
介
護
食
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
通

常
食
に
少
し
手
を
加
え
る
だ
け
で
調
理
で
き

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

▲ 仕事と介護の両立について熱心に語る講師▲介助のコツを習得する受講生▲真剣なまなざしで調理に取り組む受講生

　

宇
都
宮
大
学
を
会
場
に
公
開
講
座
を
開
催
し
、
男

性
学
の
視
点
か
ら
、
男
性
が
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
を

解
消
に
導
く
ヒ
ン
ト
や
男
女
共
同
参
画
の
必
要
性
を

学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
男
性
の
働
き
方
・
暮
ら
し
方
を
見
直
す

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
職
場
・
地
域
・
家
庭
に
お
い

て
男
女
が
と
も
に
歩
む
こ
と
は
、
働
き
過
ぎ
、
自

殺
、
地
域
や
家
庭
で
の
居
場
所
の
な
さ
と
い
っ
た
男

性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
抱
え
る
問
題
の
解
決
や
女
性
活

躍
推
進
に
繋
が
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

2
月
2
日
（
土
）
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
、
「
生

涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
を
考
え
る
講
座
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

『
ず
っ
と
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
…
女
性
ホ
ル
モ

ン
で
健
康
と
キ
レ
イ
を
手
に
入
れ
よ
う
』
と
題
し
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
対
馬
ル
リ

子
先
生
に
、
現
代
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
、
様
々
な
体
の
変
化
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い

て
、
最
新
の
情
報
を
交
え
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
や
子
供
た
ち
の
健
康
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
め
る
い
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
」
「
こ
れ
か
ら
迎
え
る
で
あ
ろ
う
更
年
期

と
、
う
ま
く
つ
き
合
っ
て
い
く
ヒ
ン
ト
を
頂
き
ま
し

た
。
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講師：大正大学心理社会学部准教授　田中　俊之　氏講師：医療法人社団ウィミンズ・ウェルネス理事長　対馬　ルリ子　氏
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ち
い
き
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ　
ｕ
ｐ
！

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が
い
者
福
祉
推
進
ネ
ッ
ト
ち

え
の
わ
は
、
障
が
い
児
者
の
保
護
者
、
教
育
・

保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
な
ど
が
集
ま
っ
て

で
き
た
会
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
が
抱
え
て

い
る
悩
み
と
喜
び
を
共
有
し
な
が
ら
、
福
祉
・

医
療
・
教
育
・
労
働
に
関
す
る
幅
広
い
分
野
で

知
恵
を
出
し
合
い
、
啓
発
や
相
談
、
研
究
や
政

策
提
言
な
ど
、
障
が
い
者
が
豊
か
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
障
が
い
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
社
会
・
地
域
に
な
る
よ
う
に
と
願
い
、

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
●

ス
イ
ー
ツ
タ
イ
ム
（
障
が
い
の
あ
る
子
の

子
育
て
や
教
育
、
就
労
な
ど
共
に
話
し
合

う
場
を
年
5
回
開
催
）

　
●

障
が
い
児
者
の
福
祉
、
教
育
、
き
ょ
う
だ

い
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
勉

強
会
（
H
30
年
度
は
「
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
子
ど
も
に
つ
い
て
」
５
月
、
７
月
に

実
施
）

　
●

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ち
え
の
わ
（
学
校
を

卒
業
し
た
障
が
い
児
者
が
学
ぶ
場
）

　
●

障
が
い
理
解
啓
発
活
動
（
教
育
機
関
で
の

出
前
授
業
等
）

　

人
権
週
間
中
の
12
月
7
日（
金
）
、
日
光
市

の
小
学
校
で
、
全
校
児
童
や
保
護
者
に
向
け
、

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
っ
し
ょ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ち
え
の
わ
に
よ
る
障
が
い
理
解

啓
発
の
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
授
業
で
は
児
童
た
ち
に
、
自
閉
症
の

や
っ
く
ん
と
の
交
流
を
描
い
た
絵
本
「
ふ
し
ぎ

な
と
も
だ
ち
」
の
朗
読
や
、
脳
と
身
体
と
の
間

の
伝
達
指
令
に
つ
い
て
伝
え
た
り
、
障
が
い
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
の
普
段
の
暮
ら
し
や
生
活
の

話
を
と
お
し
て
、
日
常
の
不
便
さ
や
困
り
感
を

伝
え
、
同
時
に
、
出
来
る
こ
と
、
楽
し
ん
で
い

る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

地
域
・
社
会
が
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
も
っ

と
生
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
啓
発
や
研
究
、

政
策
提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
の
時
期
は
、

進
学
、
就
職
等
に
伴
っ
て
若
者
の
生
活
環
境
が

大
き
く
変
わ
る
時
期
で
す
。

　

「
モ
デ
ル
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
契
約
後
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
の
出
演
を

強
要
さ
れ
る
「
A
V
出
演
強
要
」
の
被
害
や
、

女
子
高
生
等
に
よ
る
接
客
を
売
り
物
に
し
た

「
J
K
お
散
歩
」
や
「
J
K
リ
フ
レ
」
な
ど
の

ア
ル
バ
イ
ト
で
、
客
か
ら
性
的
な
行
為
を
強
要

さ
れ
た
り
、
個
人
情
報
流
出
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も

発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
努
め
、
被
害
に

遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
自
分
を
責
め
ず
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

障がい児の子育て経験から、保護者たちが拡げる支援の「輪」
ＮＰＯ法人障がい者福祉推進ネットちえのわ

4月は「AV出演強要」・「JKビジネス」等被害防止月間です

★
相
談
窓
口
★

・

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
ル
ー
ム

　
☎

0
2
8

−

6
6
5

−

8
7
2
0

　



日
時

月
～
日
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

9
時
～
16
時

・

と
ち
ぎ
性
暴
力
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
ち
エ
ー
ル

　
☎

0
2
8

−

6
7
8

−

8
2
0
0

　
日
時

平
日
9
時
～
17
時
30
分

　
　

　
土
曜
9
時
～
12
時
30
分

・
警
察
相
談
専
用
電
話　

　
☎
＃
9
1
1
0　
又
は　
最
寄
り
の
警
察
署

　
日
時

平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

連絡先
ＮＰＯ法人障がい者福祉推進ネットちえのわ
メール：kiyoikemoto@yahoo.co.jp

▲小学校の出前授業の様子 ▲スイーツタイムの様子
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「
相
談
を
と
ま
ど
っ
て
い
る
あ
な
た
へ
」

　
今
、あ
な
た
の
心
の
中
に
は
、ど
の
よ
う
な
風

景
が
描
か
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。澄
み
切
っ
た

青
空
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
風
景
だ
と
し
た

ら
、き
っ
と
充
実
し
た
生
活
が
お
く
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
も
し
も
、あ
な
た
が
深
い
森
の
中
に
ひ
と
り

ぽ
つ
ん
と
い
る
よ
う
な
風
景
だ
と
し
た
ら
、そ
れ

は「
悩
み
の
森
」に
い
る
状
況
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
「
悩
み
の
森
」に
迷
い
込
む
と
孤
独
感
や
漠

然
と
し
た
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
、そ
の
重
圧
に
押

し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
、パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
悩
み
の
森
」の
中
で
も
周
り
を
よ
く
見
て
み
る

と
、道
し
る
べ
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

よ
く
耳
を
澄
ま
せ
ば
、あ
な
た
を
探
す
声
が
聞

こ
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
相
談
員
は
、そ
ん
な「
悩
み
の
森
」か

ら
出
る
方
法
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
、あ
な
た
が
進

む
べ
き
方
向
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
し

た
ら
、そ
の
出
口
ま
で
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
問
題
を
抱
え
、
悩
み
苦
し
ん
で
い

る
そ
ん
な
時
こ
そ
、
相
談
ル
ー
ム
に
お
電
話
い

た
だ
き
、あ
な
た
の
思
い
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

◆
女
性
の
た
め
の
一
般
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
配
偶
者
暴
力
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
20
時

　
　
　
　
　
土
曜
日
・
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
法
律
相
談(

面
接)

　
　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分(
予
約
制)

◆
Ｄ
Ｖ
法
律
相
談(

面
接)

　
　
日
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い(

予
約
制)

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談（
面
接
）

　
　
毎
月　
第
１
木
曜
日

　
　
　
　
　
16
時
30
分
〜
18
時
30
分（
予
約
制
）

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
０

◆
男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

　
　
毎
週　
月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　
17
時
30
分
〜
19
時
30
分

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
４

　
2
0
1
7
年
度
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
で

『
あ
な
た
は
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
を
、

現
在
し
て
い
ま
す
か
（
過
去
に
し
て
い
ま
し

た
か
）。』
と
い
う
問
い
に
対
し
、
35
％
あ
ま

り
の
方
が
、
不
妊
治
療
と
仕
事
を
両
立
で
き

ず
、
ど
ち
ら
か
を
や
め
る
、
ま
た
は
雇
用
形

態
を
変
え
た
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
不

妊
治
療
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
の
3
人
に

1
人
が
両
立
を
困
難
に
感
じ
て
い
る
と
い
う

現
状
を
示
し
た
も
の
で
す
。
治
療
中
の
方
に

と
っ
て
、
仕
事
と
治
療
の
両
立
は
大
き
な
悩

み
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
厚

生
労
働
省
も
仕
事
と
治
療
の
両
立
に
向
け
た

支
援
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
Ｈ
Ｐ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
『
仕
事
と
不
妊
治
療

の
両
立
に
つ
い
て
』h

ttp
s://w

w
w
.

m
hlw

.go.jp/bunya/koyoukintou/
pam

phlet/30.htm
l

　
こ
こ
で
は
、
不
妊
治
療
の
内
容
や
職
場
で

の
配
慮
の
ポ
イ
ン
ト
、
役
立
つ
制
度
に
つ
い

て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
不
妊
治
療
連
絡
カ
ー

ド
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
治
療
に
詳
し
く
な
い
方
に
も
わ
か
り
や

す
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
職
場
の
人
に
理

解
し
て
も
ら
う
の
に
役
立
つ
情
報
や
両
立
へ

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
治
療
を
し
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
不

妊
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト

を
得
る
た
め
に
、
時
に
は
視
野
を
広
げ
、
行

政
の
動
き
な
ど
の
情
報
を
得
て
い
く
こ
と
も

有
用
で
す
。

　
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
み
な
さ

ん
が
仕
事
も
治
療
も
自
分
ら
し
く
進
め
て
い

け
る
よ
う
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

 

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
～
仕
事
と
の
両
立
・
自
分
ら
し
い
治
療
と
の

向
き
合
い
方
を
考
え
て
み
よ
う
～

●
助
産
師
に
よ
る
相
談

　



火
曜
日
〜
土
曜
日
・
第
４
日
曜
日

　
10
時
〜
12
時
30
分
、
13
時
30
分
〜
16
時

●

医
師
に
よ
る
相
談(

毎
月
1
回)

や
助
産
師
に
よ

る
相
談
会(

年
4
回)

も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

専
用
電
話
：
０
２
８

－

６
６
５

－

８
０
９
９

Ｅ
メ
ー
ル
相
談
：

　
　
　
　
　

funin.fuiku-soudan@
parti.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　
　
　
　
　

http://w
w
w
.parti.jp/funin/
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パルティの情報ライブラリーから

本 の 紹 介
パルティには約22,000冊の図書があり、貸出し
ています。ホームページからも検索・予約ができ
ます。ぜひご利用ください。

話題の映画などを紹介します。

　1973年、全世界で9,000万人の目をくぎ付けにした決戦があった。女子テニスの世界チャン
ピオンのビリー・ジーン・キングと、元男子チャンピオンのボビー・リッグスの戦いだ。女子の
優勝賞金が男子の1/8だったこの時代、男女平等を求めたビリー・ジーンは仲間と共にテニス協
会を脱退し、“女子テニス協会”を立ち上げた。待ち受ける数々の試練に立ち向かっていたビ
リー・ジーンに、“男性優位主義の代表”として挑戦状をたたきつけたのが、ボビーだ。全世界
が見守るなか、“バトル・オブ・ザ・セクシーズ＝性差を超えた戦い”が幕を開ける。
　スポーツ界はもちろん、政治や社会、学校や家庭における男と女の関係までも変えた世紀の戦
い。最高に爽快で痛快なラストが、真に自分らしくあるための勇気と希望をくれる感動の実話。

（ブルーレイ＆DVD（2枚組）発売中・レンタル中）

「バトル・オブ・ザ・セクシーズ」　　2017年　アメリカ

総務部長はトランスジェンダー
父として、母として

国際化の時代に生きるためのＱ＆Ａ②
ジェンダーってなんのこと?

地図とデータで見る
女性の世界ハンドブック

自衛隊防災BOOK

岡部　鈴【著】

ジュノ・ドーソン【著】岡本　早織【訳】

イザベル・アタネ　他【編】

（マガジンハウス）

（文藝春秋）

（創元社）

（原書房）

マガジンハウス【編集】自衛隊／防衛省【協力】

　妻子あり・アラフィフの総務部長が一
斉メールを送信した。今後は女性として
生きるとカミングアウト。仕事も家庭も
維持するため彼女が選んだ道とは？自分
らしく生きたい人に勇気を与える告白的
ノンフィクション。

　なぜ男女は違った衣服を着ているの
か、なぜ男の子と女の子は遊ぶおもちゃ
が分かれているのか、既存の固定化され
たジェンダーの枠に収まらない人とはど
ういった人たちなのか、トランスジェン
ダーとはなんなのか。まずは知ることが
大切な問題でありながら、分かりにくい、教えにくい主題につ
いて、Ｑ＆Ａ方式で、楽しく学べる学習書。

　女性たちの目覚ましい躍進とそれを妨げ
ている要因を推定するための、全世界にお
ける女性の状況を示す120点を超える地図
と図表。先入観を排した科学的な目で、現
代の重要な問題の一つである女性をめぐる
状況を見つめ、その前進とともにパラドッ
クスを浮き彫りにする。（2018年刊行）

　いざというときに私たちを助けてくれ
る危機管理のプロ・自衛隊のノウハウを
初公開！人命救助はもちろんのこと、食
料の確保や給水、緊急措置など、災害の
トラブルに対処するテクニックやアイデ
アが満載。私たちでも簡単に取り入れる
ことが出来る、ピンチに役立つノウハウをピックアップ。
“あなたやあなたの大切な人を守る”必携の一冊。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『バトル・オブ・ザ・セクシーズ』
20世紀フォックスホームエンターテイ
メントジャパン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
※C2018TwentiethCenturyFoxHome
EntertainmentLLC.AllRightsReserved.
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講
座
案
内

前期講座のご案内
※4月3日（水）より受付スタート。詳細は必ずホームページまたは講座案内でご確認ください。

2019年度

県とちぎ男女共同参画センター　
TEL：028-665-8323　FAX：028-665-8325

NO. 講　座　名 講　師 日　時 対　象 定　員 参加費 申込締切 その他

1 県民講座SDGsとジェンダー
関西学院大学客員教授
大崎　麻子

5/18(土)
13:30～15:30 どなたでも 100名程度 無料 5/17(金)

2
とちぎ県民のつどい
県民講座
アンコンシャス・バイアス
（無意識の偏見）

アパショナータ代表
パク・スックチャ

6/22(土)
10:30～活動発表
13:00～講演会

どなたでも 300名 無料 先着順 手話通訳が
付きます

3 とちぎウーマン応援塾 詳細はHPにて

①7/6(土)②7/27(土)
③8/31(土)④9/21(土)
⑤10/19(土)

⑥10/25(金)～26(土)
⑦11/9(土)

地域等で活躍
したい女性 20名程度 無料 6/12（水）⑥は自由参加

4 男女共同参画地域推進員
スキルアップ講座 詳細はHPにて

①７/17(水)
②８/24(土)
③９/28(土)

地域で男女共同参
画を推進すること
に意欲のある方

各回
30名程度 無料

①７/10(水)
②８/17(土)
③９/21(土)

1講座だけの
受講も
できます

5 キャリア・マネジメント講座 詳細はHPにて
①7/10(水)②7/26(金)
③8/23(金)④9月中旬
⑤10/4(金)⑥10/25(金)

企業から推薦を
受けて全６回受講
できる女性の方

30名程度 5,000円 6/14（金）

6 公開講座2019
昭和女子大学
現代ビジネス研究所研究員
治部　れんげ

9/26（木） どなたでも 150名 無料 9/25（水） 会場は
宇都宮大学

7
助産師による相談会
お申込みは不妊相談センターまで
028-665-8099

不妊専門相談センター
相談員

①6/15(土)②9/29(日)
③12/19(木)④2/15(土)
13:30～15:30

不妊に関連した
悩みをもつ方
及びご家族

各回
10名程度 無料 各回前日

詳細は
講座案内
又はHPにて

(公財)とちぎ男女共同参画財団
TEL：028-665-7706　FAX：028-665-7722

NO. 講　座　名 講　師 日　時 対　象 定　員 参加費 申込締切 その他

8 女性のためのこころのケア講座
認定NPO法人ウイメンズハウス
とちぎ　カウンセラー
藤平　裕子

5/23(木)～
2/13(木)

10:00～12:00
女性 各回

15名
各回
500円

各回
前日

9 パルティ防災フォーラム
～みんなにやさしい避難所づくり～

減災と男女共同参画研修
推進センター共同代表
浅野　幸子

8/8(木)
10:00～15:00

防災に関心・
興味のある方 40名 無料 7/25(木) 保育締切日

7/18(木)

10 イクメン応援講座
認定NPO法人マドレボニータ
産後セルフケアインストラクター
吉田　紫磨子　　　　他

①7/27(土)
②8/24(土)
③9/28(土)
13:00～15:30

子育て中・
出産を予定して
いるカップル、
子育て支援者等

30名 無料
①7/2(火)
②7/30(火)
③9/3(火)

11 夢を引き寄せる！ドリームマップ講座
認定ドリームマップファシリテーター
川村　紀子

9/7(土)
10:00～16:00 どなたでも 30名 2,000円 8/7(水) 別途教材費

2,160円

12
マドレボニータの
「産後の心と体の
セルフケア」７月コース

認定NPO法人マドレボニータ
産後セルフケアインストラクター
佐藤　直子

①7/11(木)
②7/18(木)
10:00～12:00

産後2か月以降
の女性（産後は
何年までも）

14名 2,000円 6/11(火)

13
マドレボニータの
「産後の心と体の
セルフケア」10月コース

認定NPO法人マドレボニータ
産後セルフケアインストラクター
佐藤　直子

①10/3(木)
②10/10(木)
10:00～12:00

産後2か月以降
の女性（産後は
何年までも）

14名 2,000円 9/3(火)

14
女性と子どものための
護身術～WEN-DO～
親子のための護身術

リアライズYOKOHAMA代表
橋本　明子

8/31(土)
10:00～12:00

小学校１～3年生の
児童と女性の保護者

10組
20名

小人500円
大人1,000円 7/31(水)

15
女性と子どものための
護身術～WEN-DO～
女性のための護身術

リアライズYOKOHAMA代表
橋本　明子

8/31(土)
13:30～15:30

小学校4年生
以上の女性 20名

小・中・高
500円

大人1,000円
7/31(水)

16
女性のためのファイナン
シャル・プランニング
技能検定３級　試験準備講座

栃木県ファイナンシャル・
プランナーズ協同組合

5/24(金)～
8/30(金)

10:00～12:00
女性 30名 14,000円 5/8(水) 別途教材費

5,000円程度

17 エクセル・ワード基礎編　土曜コース パソコンインストラクター
6/8(土)6/15(土)
6/22(土)

10:00～15:00

マウス操作と
文字入力が
可能な方

20名 7,000円 5/8(水) 別途教材費
2,000円程度

18 エクセル・ワード基礎編　平日コース パソコンインストラクター
6/26(水)～
7/5(金)

10:00～12:00

マウス操作と
文字入力が
可能な方

20名 7,000円 5/28(火) 別途教材費
2,000円程度

19 エクセルステップアップ パソコンインストラクター
10/10(木)～
10/29(火)
10:00～12:00

基礎編修了者、または
関数を用いた四則演算、
表作成ができる方

20名 6,000円 9/12(木) 別途教材費
1,000円程度

NO.1～NO.6
お申込み・お問い合わせは→　

NO.8～NO.19
お申込み・お問い合わせは→　

電話、FAX、ホームページ、直接のご来館でも受け付けております。
上記は講座内容の抜粋です。詳しい講座内容については、パルティ・公共機関で配布している

「講座案内（A３サイズ）」や各講座チラシでご確認ください（ホームページでもご覧になれます）。
 http://www.parti.jp/   （パルティ　で検索）

パルティ 検 索
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開 館 時 間／9：00〜21：00（日曜日は17：00まで）
休　館　日／毎週月曜日
 国民の祝日
 12月29日〜1月3日
施設のご利用／会議・イベント等にご利用ください。（有料）
利用お申込み／窓口受付時間9：00〜17：00
 ホームページで各研修室等の予約状況をご覧いただけます。
 （閲覧のみ）

情報誌のご意見・ご感想をお寄せください
編集・発行／公益財団法人とちぎ男女共同参画財団
　　　　　　　〒320-0071　宇都宮市野沢町４番地１
 TEL.028-665-7700㈹　FAX.028-665-7722
　　　　　　　※おかけ間違いのないよう、お願いします。
U 　 R 　 L／http://www.parti.jp/
表 紙 作 者／よしこS

さ ん

UN
印　　　　刷／株式会社井上総合印刷

インフォメーション

男女共同参画社会を考える
“とちぎ県民のつどい”
男女共同参画セミナー県民講座

栃木市　配偶者暴力相談支援センター

「日本女性会議　2019　さの」
ようこそ！「人生100年時代」さあ、共に語り、絆結ぼう。

　栃木市では、DV（配偶者等からの暴力）被害について
の相談・支援を総合的におこなうため、2018年10月から
配偶者暴力相談支援センター業務を開始しました。 
　DVかなと思ったら、ひとりで悩まずにご相談ください。

【相談時間】月曜から金曜日（祝日、年末年始は除く）
　　　　　　9時から16時
　　　　　　  上記時間以外は、最寄りの警察署にご相談く

ださい。 
【専用電話】 0282（21）2218 　
【相談内容】
　・相談や相談機関の紹介
　・被害者及び同伴者の緊急時における安全の確保
　・被害者の自立生活促進のための情報提供その他の援助
　・保護命令制度の利用についての情報提供その他の援助
　・  被害者を居住させ保護する施設の利用についての情報

提供その他の援助 

●開催日時・内容
　2019年６月22日（土）
　10:30〜11:30　地域活動発表
　13:00〜14:30　パク・スックチャさん
　　  講演会「アンコンシャス・バイアス

（無意識の偏見）」
※詳細はホームページでご確認ください。
●会　　場　  パルティ　とちぎ男女共同参画センター　ホール
●お申込み　栃木県女性団体連絡協議会　事務局
　　　　　　TEL・FAX　028-665-7710
　　　　　　（電話対応は火・木10:00〜16:00）
　　　　　　とちぎ男女共同参画センター
　　　　　　TEL　028-665-8323
　　　　　　（火曜日〜土曜日（国民の祝日を除く）
　　　　　　 9:00〜17:00）

　人生100年時代を迎え、新しい生き方（マルチステージへの転換）ができる社会になった。私たちはこの時代の転換
期にあたって何ができ、また何をすべきか。これまでの自分や仲間、社会のあり方をみつめると共に、次世代とともに
歩み、誰もが幸せになれる社会について考え、発信します。　

●日　　程　2019年10月25日(金)〜10月27日(日)
●会　　場　佐野市文化会館　佐野日本大学短期大学　ほか
●参加申込　2019年6月中旬（予定）より
●お問合せ　日本女性会議 2019 さの実行委員会
　　　　　　　【事務局】佐野市市民生活部人権・男女共同参画課内
　　　　　　　〒327-0398 栃木県佐野市田沼町 974-3
　　　　　　　TEL／FAX　0283-61-1140／0283-61-1142
　　　　　　　E-Mail　danjokakari@city.sano.lg.jp
　　　　　　　URL　https://jwc2019sano.jp/

＜プログラム＞
▪25日（金）・  分科会（地域力、働き方ワー

クシフト、健康、女性の参画、
グローバル、ライフシフト、
居場所作り、子育て、格差社
会、DV）

　　　　　　・交流会
▪26日（土）・市内視察体験型観光
　　　　　　・開会式 
　　　　　　・全体会（記念講演等）
　　　　　　・閉会式
▪27日（日）・視察体験型観光

パク・スックチャさん


